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博士論文要約 
 
本論文は、「コミックス」（マンガ単行本）のメディア史を通じ、戦後マンガを「メディ
ア」として論じる際の条件となってきた、〈物質性〉という問題領域について明らかにした
ものである。 
情報環境の広範なデジタル化・ネット化の進展に伴い、従来のマスメディアをめぐる諸
前提が相対化される今日、国内の「マンガ」もその安定的なメディアとしてのイメージに
揺らぎが生じている。とりわけ、デジタル化の進展は、改めてこれまでマンガに向けられ
てきた「メディア」という意味付けや枠組の自明性を問い直す契機となっている。以上の
問題意識から、本書は、これからの「メディアとしてのマンガ」の議論可能性を切り開く
ため、従来のマンガを「メディア」として論じる際に半ば暗黙的に措定されてきた、〈出版
メディア〉という基本的前提について再検討を試み、これまで私たちがどのような形で「マ
ンガというメディア」についての認識を共有できてきたのか、という社会におけるメディ
ア認識の自明性の生成過程を解明することを目的とした。 
そのために本研究が目指すのが、「マンガ」という自律的なメディア観を背後で支える〈物
質性（materiality）〉の諸相を解明することである。これまでの表現論に依拠したマンガ研
究・マンガ論は、主に「マンガ」という枠組みの成立要件を考えるうえで、その表現の論
理をめぐる自明性について脱構築してきたが、他方で「マンガをマンガとしてとらえる」
上で暗黙的に共有されてきた、〈メディアとしてのマンガ〉枠組み、すなわち、戦後マンガ
の「メディア観」をめぐる自明性については十分に検討されてきたとは言い難い。そこで、
本論文では、まずこれまでに提起されたメディア論的アプローチに立脚したマンガ論・マ
ンガ研究を批判的に再検討した。そこから明らかになったのは、戦後マンガの「メディア
特性」を描出する上で暗黙の前提となった、「視覚文化パラダイム」と「商品論的パラダイ
ム」という二つ支配的パラダイムの存在であり、その両者に通底する「出版物であること」、
すなわち、「物質性」をめぐる議論が後景化していく言説空間の存在であった。 
では、「メディアの物質性」とはいかなる問題領域なのか。第 2 章では、主にこの問いに
ついて、これまでのメディア理論における「物質性」という問題の位置付けについての整
理を行いつつ、本研究との接合点を明らかにした。以上の議論の整理を通じ、本章では、「メ
ディアの物質性」を、「メディア」と名付けられる以前の物的対象（モノ）を、「メディア
論」の言説空間に回収していく際に形作られる、「メディア」ごとのモノとしてのイメージ、
あるいは認識枠組みであり、「メディア」という社会的認識を可能たらしめる要件として定
義した。そして、この「物質性」という観点から「メディアとしてのマンガ」という枠組
みの成立要件を明らかにするため本研究は、マンガの「視覚性」の背後に沈潜する「物質
的なるもの」に透徹した眼差しを向けてきた石子順造の議論を再度検討することを通じ、
本論文の主題となる「戦後マンガの物質性」という研究領域の必要性を提起した。 
この「戦後マンガ」の〈物質性〉の存在を析出する上で本論文が研究対象に据えたのが、
「コミックス」と呼ばれるマンガ単行本出版物である。国内において発行されるマンガ出
版物の中で、雑誌媒体と並ぶ代表的なマンガの出版形態であるコミックスだが、その社会
的認知の大きさとは対照的に、これまでのマンガ研究、ならびに出版研究において、ほと
んど顧みられてこなかった。先行するマンガ史研究やメディア論の言説空間においても、
マンガの出版メディアとしての物質的様態とメディア特性は、常に作品の初出媒体たる「雑
誌」に還元され、コミックスについては不問ないし、雑誌媒体の副次的産物に位置付けら
れるに留まってきた。だが、コミックスは産業定義としても厳密には「書籍」にも「雑誌」
にも分類されない「マンガ」固有の出版形式である。それゆえ、〈コミックス〉のメディア
史を構築することは、「マンガ」というメディア認識の存立用件を解明する上でも重要な研
究対象と言える。 
そこで、本研究は 1970 年代以降の出版産業空間において、コミックスがそれ自体に固有
の「モノとしての枠組み」が必要とされ、その都度形作られ、また更新されていく歴史的
過程を明らかにすることを通じ、先に述べた戦後マンガの「物質性」へとアプローチした。
また、このような社会におけるモノとしてのマンガをめぐる産業的ネットワークの変容過
程を捉えるため、本研究では分析視座として科学技術社会論（STS）における「技術の社会
的構成」の視座に着想を得つつ、アクターネットワーク理論を援用した。 
以上の研究背景と問題整理を踏まえ、続く第 4 章から第 8 章にかけては、「実証編」とし
て、具体的にコミックスのメディア史について明らかにした。第 4 章では、「コミックス」
という出版物が、いかなる過程を経て、現在自明な「マンガ雑誌の再読媒体」という代表
的役割を産業的に確立させたのか。また、本当にそれが雑誌媒体に従属的な存在だけに限
定されていたのかという点について、現在のコミックスの雛形たる新書判コミックスとそ
の派生である B6 判コミックスの誕生経緯を追う中で明らかにしていった。その上で、これ
ら初期新書判コミックスにおける、「雑誌としての認識枠組み」の内実について検討した。 
第 5 章では、前章とは対照的に、「書籍扱いコミックス」、書籍志向型のマンガ出版物の
検討を通じ、コミックスをめぐる「モノとしての認識枠組み」と既存の「書籍」概念との
関係について、主にマンガ文庫、マンガ全集、マイナー系コミックス、情報コミックの四
つの出版物の検討を通じて明らかにした。そこから、前章で取り上げたコミックスをめぐ
る「モノとしての認識枠組み」が、他の出版ジャンルに還元されない自律的領域を逆説的
な形で成立させていたことを確認した。 
第 6 章では、コミックスをめぐる「モノとしての認識枠組み」が、「書店」という空間に
おいて、従来の活字文化的な評価や規範の眼差しとの相互作用から、どのように、またど
のような形で自律的な認識枠組みを成立させていったかを、1970 年代以降の新刊小売書店
における常設コーナーの歴史的成立過程を追うことで検討した。本章を通じて明らかにな
ったのは、従来の書店空間の論理を逸脱した“自律性”を矛盾なく理解可能にする説明枠
組みとして、戦後書店産業が「商品」というモノとしての認識枠組みをコミックスに付与
していく様相と、まさにその「商品」という枠組みをかけ金に、また新たな「書店」空間
が創出されていく状況であった。 
続く第 7 章では、第 6 章の問題式を引き継ぎつつ、今度は空間の側からのコミックスと
いうモノへの作用、すなわち、空間的論理がコミックスを「マンガ出版物」として認識す
ることを保証するような状況を検討するため、成人向けマンガ出版物の曖昧な「モノとし
ての認識枠組み」の成立過程について、戦後書店空間における自主規制措置の変容とそこ
で「コミックス」という形が果たした役割に焦点を当て、分析を進めた。 
 そして、第 8 章では、これまでの章で確認してきたコミックスをめぐる「モノとしての
認識枠組み」が、社会におけるマンガというメディア認識をめぐる自明性を確立するため
の最後の要件として、従来のマンガ読者論が不問としてきた、「読み」とは別の次元で展開
される、受け手とマンガ出版物との関わりを通じて醸成されたモノとしての認識枠組みを
検討した。具体的には、1960 年代以降のマンガ言説空間の「マンガ読者」像構築において、
受け手とコミックスとのいかなる「モノ」としての関わりがそこに関与し、またその結果、
既存のコミックスそれ自体や書店空間等がどのように再編されていったかを確認し、そこ
にこれまでの章で確認してきたコミックスをめぐる「モノとしての認識枠組み」の重層性
を見て取ることが出来た。 
 以上の 4 章から 8 章までの歴史記述を通じて明らかとなった、コミックスをめぐるモノ
としての認識枠組みの重層性という観点を踏まえ、9 章の結論では、まず、1970 年代以降
の「メディアとしてのマンガ」をめぐる社会的な共通認識が、「コミックス」というモノの
“存在感”と不可分に形作られるような、〈コミックスの専制〉とも呼べる「知覚の習い」
の成立を要件としていたことを指摘した。その上で、これまでのメディア論的マンガ論、
マンガ研究における「コミックス」の不在について立ち返り、そこで提起される「メディ
ア」という自律的領域の措定がいかに「物質性」の抑圧・単純化を伴うものであったか、
そして、その意味で「コミックス」は、この「メディア」と「物質性」の二つの概念の重
なる境界に位置することで、「マンガ」という枠組みの存立要件への再考を私たちに促す存
在であると結論付けた。 
 
